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連携提案：音声言語表現活動を導入した表現力と論理的思考力の育成
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　　連携したい分野

・音声言語表現活動を取り入れたい学校

・「聞く力」を子どもたちに付けさせたいと考えている学校

・論理的思考力を鍛えて、事業開発をしたい、職員間の人

間関係を円滑にしたいと考えていると考えている企業、自

治体等

様々な学校（小・中・高校）や、教員向け研修会）で群読

のワークショップを開いています。音声言語表現研究会を

年５〜６回開催し、参加者の表現活動を鍛える活動をおこ

なっています。群読関連書籍を多数執筆しています。

アピールポイント

音声言語表現活動は、学校の国語の授業でもあまり取り

入れられないもので、「人前で上手に話す」、「相手に伝わる

ように話す」、「相手の言っていることを的確に聴き取る」、

「相手の話の矛盾点を見つける」など、社会で生きていく上

で重要な能力が学校で十分に育てないまま学校を卒業して

いく現状があります。それは、学校教育での国語が文字言

語、「読み書き」中心に行われているという背景があります。

様々な音声言語表現活動の機会を設け、練習したり考え

たりすることにより、話すこと、聞くことの力が備わっていきま

す。

声を合わせて作品を音読、朗読する「群読」をすることで、

文字で書かれた文学の世界を感じて、自分のものにするこ

とができ、一緒に演じた仲間との距離感もぐっと縮まります。

声の力にはそんな不思議な効果があります。

ディベートをすることで、相手を説得する方策を得たり、相

手の話の矛盾点に気づく力も得られます。世知辛い昨今、

犯罪者に欺されない力を身に付ける教育活動になります。

https://katagiri41.wixsite.com/katagiri-lab

　連携提案内容と効果

お問い合わせは、  片桐研究室  katagiri@juen.ac.jp

主な研究

内容

群読脚本制作過程の研究

学習者のつまずき解消過程の研究

学び合う文化の醸成の研究

関連する業績等

「新いつでもどこでも群読」 日本群読教育の会、高文研  2017年7月

「古典を楽しむ―俳句から平家物語まで (“群読”実践シリーズ)」日本群読教育の会、高文研  2008年10月

「群読脚本に反映される学習者の意図の研究」上越教育大学教職大学院研究紀要 16 51-60 2019年2月

「群読脚本作成過程の研究」上越教育大学教職大学院研究紀要 5 41-57 2018年2月

「理解と表現を融合する古典群読授業の実践」上越教育大学教職大学院研究紀要 4 47-54 2017年2月

群読

ディベート

言葉で書かれた世界を音声言語で表現することに

より、不明確だった世界を明らかにしたり、文学世

界をまるごと味わうことができます。
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